
在宅医療で使用される医療機器と
衛生材料の基礎知識 

第4回 在宅療養推進研修会 



診療報酬改定について① 



診療報酬改定のポイント 

○2012年(平成24年)度診療報酬・介護報酬同時改定 

○2014年(平成26年)度診療報酬改定 

『医療→介護』の流れを重視 

『機能分化・強化と連携』、 
『在宅医療の充実』 

(震災の対応も含め) 

2025年(平成37年)に向けて、医療提供体制の再構築、地域
包括ケアシステムの構築を図る。 







特定保険医療材料 



 



在宅医療に係る衛生材料等の取扱い 



在宅療養指導管理料 
Ｃ１００            退院前在宅療養指導管理料                       120点  
Ｃ１０１            在宅自己注射指導管理料                        100～1230点 
Ｃ１０１－２      在宅小児低血糖症患者指導管理料                    820点 
Ｃ１０１－３      在宅妊娠糖尿病患者指導管理料                     150点 
Ｃ１０２    在宅自己腹膜灌流指導管理料                    4000点 
Ｃ１０２－２      在宅血液透析指導管理料                      8000点 
Ｃ１０３            在宅酸素療法指導管理料                      1300点・2500点 
Ｃ１０４            在宅中心静脈栄養法指導管理料                   3000点 
Ｃ１０５            在宅成分栄養経管栄養法指導管理料                 2500点 
Ｃ１０５－２      在宅小児経管栄養法指導管理料                   1050点 
Ｃ１０６            在宅自己導尿指導管理料                      1800点 
Ｃ１０７            在宅人工呼吸指導管理料                      2800点 
Ｃ１０７－２      在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料                  250点 
Ｃ１０８            在宅悪性腫瘍患者指導管理料                    1500点 
Ｃ１０８－２      在宅悪性腫瘍患者共同指導管理料                  1500点 
Ｃ１０９            在宅寝たきり患者処置指導管理料                  1050点 
Ｃ１１０            在宅自己疼痛管理指導管理料                    1300点 
Ｃ１１０－２      在宅振戦等刺激装置治療指導管理料                 810点 
Ｃ１１０－３      在宅迷走神経電気刺激治療指導管理料                810点 
Ｃ１１０－４      在宅仙骨神経刺激療法指導管理料                  810点 
Ｃ１１１            在宅肺高血圧症患者指導管理料                   1500点 
Ｃ１１２            在宅気管切開患者指導管理料                      900点 
Ｃ１１４            在宅難治性皮膚疾患処置指導管理料          1000点 
Ｃ１１５            在宅植込型補助人工心臓（拍動流型）指導管理料        6000点 
Ｃ１１６            在宅植込型補助人工心臓（非拍動流型）指導管理料  45000点 



在宅療養指導管理料 

（１）療養の給付と直接関係ないサービス等（別に費用をとっても良いもの） 
 
   ①おむつ代、尿とリパッド代 
   ②証明書代 
   ③在宅医療に係る交通費 
   ④薬剤の容器代 
   ⑤インフルエンザ等の予防接種 
   ⑥他院より借りたフィルムの返却時の郵送代 
 
（２）療養の給付と直接関係ないサービス等とはいえないもの 
  （費用をとってはだめで、管理料の範囲で給付しないといけないもの） 
 
   ①衛生材料代（ガーゼ代、絆創膏代） 
   ②おむつ交換や吸引などの処置時に使用する手袋代 
   ③ウロバッグ代 
   ④骨折や捻挫などの際に使用するサポーターや三角巾 
   ⑤医療機関が提供する在宅医療で使用する衛生材料 



衛生材料（等） 



医療機器の取り扱いについて 

高度管理医療機器の販売には 
許可が必要です。 
ただし処方箋での指示があった 
場合は許可証がなくても販売可能です。 

・水ぬれに注意し、高温、多湿、直射日光のあたる場所をさけて保管してください。 



在宅医療で使用される医療材料について 









携帯型ディスポーザブル注入ポンプ 

① 一般用 （鎮痛療法） 
 
ア 薬液充填部分がバルーン型又は大気圧型であって、ディスポーザブルタイプで 
  あること（ＰＣＡ装置と一体化されている場合を含む。）。 
 
イ 患者等が注入速度を変えることができないものであること。 
 
ウ ②に該当しないこと。 
 

② 化学療法用 
 
ア 薬液充填部分がバルーン型又は大気圧型であって、ディスポーザブルタイプで 
    あること。 
 
イ 抗悪性腫瘍剤等、揮発性の高い医薬品を使用するための気密性を保持し、簡単 
    に溶液が取り出せない構造の工夫がなされていること。 
 
ウ ＰＣＡ装置との接続部分が存在しないこと。 

※PCAとは Patient Controlled Analgesiaの略称で、「自己調節鎮痛法」 



携帯型ディスポーザブル注入ポンプ 



保険点数について 

C108 在宅悪性腫瘍患者指導管理料      1,500点／月 

C108-2 在宅悪性腫瘍患者共同指導管理料   1,500点／月 

C166 携帯型ディスポーザブル注入ポンプ加算 2,500点／月 

 1月につき6個以下の使用の場合は、この加算を算定し、7個目以降は、 

以下の項目を算定する。 

在宅007 携帯型ディスポーザブル注入ポンプ  
 (1)一般用 3,600円/個  (2)化学療法用 3,610円/個 

平成26年4月改定 

 

調剤008 携帯型ディスポーザブル注入ポンプ・・・ 3550円 

(PCA装置がついていても付いていなくても、一律この価格です。) 

調剤での算定 

病院での算定 

注入ポンプ加算1,250点 






